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2022年を振り返り、５類になる前に知ってほしいこと(コロナ)

感染症内科 / 感染対策部　医長　鈴木　純
2022 年は、それ以前とは比べものにならない感染者数となりました（図１）。オミクロン株の感染力の強さ、人の行

動の活発化が原因と考えられます。オミクロン株の病原性は低いから大丈夫だろうという声がよく聞かれます。しかし、

感染者急増により、高齢者や基礎疾患のある方が、肺炎や基礎疾患の悪化でまだたくさん苦しんでいます。また、重症

化リスクはデルタ株より低くても、ワクチン未接種の方にとっては従来株と同程度と報告されています。 

ただ、ワクチン接種、治療薬の開発、既感染者の増加により、軽症ですむ方の割合が増えたのは事実であり、コロナ

以外で心身の健康への影響が懸念されることも考えれば、医療機関の外で一般の方々にご協力いただいていた様々な制

限を緩めていくことも、非常に大事なことです。しかし、緩和のスピードが問題であり、医療機関はまだそこに追いつ

いていないことも知っていただきたいのです。

まずワクチンの接種、適切な追加接種をご検討ください。副反応の有無や程度には個人差がありますが、ワクチンを

一概に悪とする一部の意見には疑問を感じます

（もちろん副反応を被った方の声に耳を傾ける

ことは大事です）。そして５類になっても院内

感染対策は続きます。院内ではマスク着用をお

願いします。感染力のある方は、入院中に個室

隔離が必要です。また感染者の事前連絡なしで

の受診や面会はお控えください。ご協力を何卒

よろしくお願い申し上げます。

第5派
デルタ株

第6派
オミクロン株

第7派
オミクロン株

第8派
オミクロン株

2022年
約2,757万人/年
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1,728,655人

図１　累積陽性者数（全国）

乳腺外科外来チーム
乳腺外科主任部長　長尾　育子

乳腺外科外来チームです。よろしくお願いします。

乳腺外科の外来では、乳房の検査や乳腺疾患の治療を行っています。もし自分の乳房にしこりを感じた場合には、ま

ず初めに受診していただく乳房専門の科です。乳がんは、女性がん第 1 位で、日本人女性の 9 人に 1 人がかかるといわ

れています。一方、治療法は日進月歩で、早期発見なら９０％以上が再発せず経過し、乳がん術後の乳房再建も保険診

療で行えるようになりました。当院の乳腺外科外来では、乳腺専門医 3 人、外科医、看護師、医療クラーク、受付スタッ

フがチームとなり、皆様に少しでもリラックスして受診いただ

ける環境づくりを心がけております。検査はマンモグラフィ、

超音波、MRI など、最新の機械を導入しており、検査に携わる

技師は検査の精度管理に精進しております。

日ごろから自分の乳房を意識した生活を心がけていただき、

もし乳房にしこりを見つけたら、あるいは乳がん検診で異常を

指摘された場合には、私たちに相談いただけましたら精一杯対

応させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

岐阜県総合医療センター広報誌　令和５年春号 2
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子どもの発達障がいについて
小児科主任部長　今村　淳

発達障がいは生まれつき脳の働き方の特性があるために起こるもので、親や本人の努力不足が原因ではありません。

発達障がいには自閉スペクトラム症（ASD）、注意欠如・多動症（ADHD）、限局性学習症（LD）が含まれます。

昨年末、文科省は通常学級に在籍する公立小中学生の 8.8% に発達障がいが存在する可能性を報告しました。つまり

知的な遅れがなくても発達障がいの特性を有する児童生徒が約 1 割弱存在しうることになります。

発達障がいの治療では、まず子どもに関わるすべての人がその特性を理解する必要があります。それぞれの特性につ

いては厚労省のサイト mhlw.go.jp などをご参照ください。

次に診断です。診断は病名のレッテル貼りではなく、本人と両親や教師など周囲の人に疾患を理解し受容してもらう

きっかけになります。また診断を受けることで、療育手帳の取得

など福祉面からサポートを受けることも可能になります。

最後に連携です。発達障がいの治療は医療のみでは完結できず、

家族や学校、療育施設など多機関多職種でチームを編成して取り

組む必要があります。

当院では発達検査等を用いた診断や薬物治療だけでなく、

臨床心理士によるカウンセリングやジョイントシートを利用し

た岐阜市立小中学校との連携にも力をいれています。

どうする医療安全
院長補佐 兼 医療安全部長　谷畠　進太郎

日本において医療安全に関心が高まったのは 1999 年の患者取り違え手術や薬剤の誤投与による死亡事故がきっかけ

でした。当院は 2002 年に病院長の命で、医師１人、専従看護師１人で医療安全活動を開始しました。

いったい何をするのか、どうする医療安全！

「勝ちに不思議の勝ちあり、負けに不思議の負けなし」　江戸時代の平戸藩主で剣術の達人である松浦静山の言葉にな

ります。……人として行うべき正しい道にそむけば必ず負ける。

試合や競争、日常において失敗やミスは付き物です。医療機関でもヒヤリハッ

トやアクシデントが発生していますが、必ずその理由があるはずです。安全で

安心できる良質な医療を提供するために事例の情報収集、原因分析及び防止策

を検討、院内への周知することが医療安全の役割の一つであります。

手探り状態ではじまった業務は、今では院内の環境ラウンド、死亡患者チェッ

ク・必要なものの事例検討、転倒転落症例の分析・防止策の検討、救急部と協

力しドクターハリー（コードブルー）/Rapid Response System（院内迅速対応

システム）症例の分析等となりました。医療安全部員は医師 4 人をはじめ多職

種 14 人に拡充し、患者様中心の医療に役立てるように奮闘してまいります。

＜当院臨床心理士によるカウンセリング＞
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こんにち
は 栄養部です
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寄付に
ついて
寄付に
ついて

広報紙「けんこう」第 46号をお届けします。
取り上げてほしい情報などありましたら、お気軽にご意見をお寄せください。

岐阜県総合医療センター　広報委員会
〒 500-8717　岐阜市野一色 4 丁目 6 番 1 号
TEL.058-246-1111　FAX.058-248-3805
E メールアドレス　info@gifu-hp.jp
ホームページアドレス　https://www.gifu-hp.jp

この印刷物は環境にやさしい
大豆油インクを使用しています。

　マスク生活や乾燥、季節の変わり目で肌荒れが気になる方も多いと思います。
肌荒れも食生活との関係があると言われています。
様々な栄養素が持つ肌への効果についてまとめてみました。

＜ 肌の生成に必要な栄養素とその働き・食材について ＞

　上記の栄養素を中心に摂取すればいいという訳ではなく、基本的にはバランスのよい食事と規則正しい生活、
スキンケアも重要です。

～栄養素が持つ肌への効果について～

看護部からのお知らせ

	 身体疾患治療と精神科医療をつなぐ　　　　　　　 
精神科認定看護師　　清水　寿人

　身体疾患の入院治療中に、抑うつ・不
眠・不安などを呈して精神的な支援が必
要になる患者さんがみえます。ある調査
では、悪性腫瘍や血液疾患、腎臓・肝臓
疾患等の身体疾患患者の 60％に中等度
のうつ状態や不安が認められたと報告
されており、心と体は密接な関係にあり
ます。
　私は精神科認定看護師として、精神疾
患を有する患者さんや、身体疾患に伴う
様々な精神症状を有する患者さんの苦
痛を理解し、不安な気持を支え、安心し
て治療に望むための環境を整えること

を意識して関わっています。当院では、
2022 年 5 月に多職種からなる精神科リ
エゾンチームを立ち上げました。私は
チームの一員として患者さん、ご家族、
病棟看護師から情報を集め、病態の評価
を行い、チームで治療方針を決定し支援
にあたっています。身体疾患の入院治療
中に、精神的な問題を抱えた患者さんに
対し、可能な限り早期に精神科医療を提
供することで、症状の緩和やＱＯＬ（生
活の質）の向上を図ることを目指して取
り組んでいます。

栄 養 素 働　き 多く含む食材

ビタミンA 皮膚の粘膜を正常に保つ レバー・うなぎ・人参など

ビタミンC
コラーゲンを作るのに必要
傷を修復する

赤ピーマン・菜の花・ブロッコリー・柿・オレンジ・
キウイ

ビオチン 皮膚の健康維持・皮膚炎の予防 魚・レバー・卵・豆類など

ビタミンB₂ 皮膚の細胞の再生に関与 レバー・うなぎ・さば・サンマ・牛乳・納豆

ナイアシン 皮膚や粘膜の炎症を防ぐ たらこ・カツオ・マグロ・かじき・さば

ビタミンB₆ 皮膚の健康維持　 カツオ・マグロ・サケ・サンマ・バナナ

ビタミンE 細胞の老化の防止 かぼちゃ・アーモンド・うなぎ

亜鉛 老化の抑制・コラーゲン合成 牡蠣・レバー・たらこ・煮干し
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